
川崎市立小学校情報教育研究会
著作権について基本的なことを知る

４年 活動名 総合 先生の考えたオリジナル・キャラクター発表会
実践者 真福寺小学校 田中 啓介

１．平成１８年４月
２．ねらい

、 。・著作権の存在を知るとともに 自分の作品と同様に友だちの作品も大切にする態度を育てる
３．活動の流れ

活動および取り組みの流れ 支 援

① 教師が考えたキャラクターを紹介する。 プレゼン・ソフトを用いて、楽しく自由な雰
囲気の中で活動できるようにした。

② 児童から出てくる言葉に対して、あくま
でもオリジナルを主張する。
・色がちがう
・ポケットが四角い
・好きな食べ物は「梅干し」
・犬がこわい など

③ 児童から出てきた「パクる」という言葉
「 」を取り上げ なぜパクるのが悪いのか？

を話し合う。

児童にとってわかりやすい「パクる」という
言葉を用いることで、より自由に意見を出せ
る雰囲気を大切にした。

著作権という言葉を提示して、上のキャラク
ターは著作権を侵害しているということ確認
した。

。④ 著作権について基本的な内容を知らせる
・どこででも、だれにでも自然に発生す
る権利である

・ が著作権を明示している©
・侵害している行為とは
・著作権の例外

⑤ 著作権についてまとめる

４．この取り組みによって、子どもにどのような変化（成果）がありましたか。
授業後に子どもたちの口から著作権という言葉が頻繁に聞かれるようになったり、自分の持

ち物に付いている マークを探したり、著作権というものについて関心をもたせることができ©
た。
また図工や総合の時間で、作品を作る時に「これには自分の著作権がある」というつぶやき

も出て、自分の作品に対してより愛着をもって制作していた。さらに友だちの作品の著作権を
意識する上でオリジナリティにも目を向けるになり、お互いのよさを認め合えるようになって
きている。

パクリだ！

えぇ～！

先生ずるい！


